
５ 単元構想図  ○単元の目標 １位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え理解し，確実にできるようにするとともに，それを用いること

ができるようにする。 
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・答えが１０より大きくなり
そうだ。 

・１０のまとまりをつくれば
できそうだ。 

・１０のまとまりをつくると
分かりやすい。 

・前の学習と同じ
ように１０のま
とまりをつくれ
ばできそうだ。 

・８はあと２で 
１０だから，３
を２と１に分け
ればよい。 

・前の学習と同じ
ように１０のま
とまりをつくれ
ばできそうだ。 

・１０をつくるた
めに，後ろの数
を分けるとよ
い。 

・計算図や言葉で
も計算の仕方を
説明できる。 

・前の学習と同じ
ように１０のま
とまりをつくれ
ばできそうだ。 

・あといくつで 
１０になるか考
えるとよい。 

・計算図や言葉で
も計算の仕方を
説明できる。 

 

・これまでの学習
と同じように 
１０のまとまり
をつくればでき
そうだ。 

・今までと違って
後ろの数が大き
い。 

・大きい数に１０
のまとまりをつ
くると速くでき
そうだ。 

・１０のまとまり
をつくればどち
らの方法でもで
きそうだ。 

・数が大きい方に
１０のまとまり
をつくると速
い。 

・繰り上がりのあるたし算の計算も，速く正確に計
算できるようになりたい。 

・計算カードを並べて，縦・横・斜めに見ると，数
のきまりが見えてくる。 

・これまで学習してきたことを使って，いろいろな
問題に挑戦しよう。 

時 １（①１組）・２ ３（②３組） ４ ５ ６（②２組） ７ ８～１２ １３ 

 

目 

標 

・１位数どうしの繰り上がり

のある加法計算で，加数を

分解して計算する方法（加

数分解）を理解する。 

・前時までの学習をふまえ，１位数どうしの繰り上がりのある

加法計算で，加数を分解して計算する方法の理解を確実にす

る。 

 

・１位数どうしの繰り上がりのある加法

計算で，被加数を分解して計算する方

法（被加数分解）があることを知り，

計算の仕方について理解を深める。 

・加法の計算能力を伸ばす。 

 

・学習内容の定着

を確認し，理解
を確実にする。 
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数
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学

習

内

容 

被加数が９の場合の 

加数分解 

被加数が８の 

場合の加数分解 

被加数が９～５の場合の加数分解 被加数分解の計算の仕方 補充的・発展的学習 

既

習

事

項 

 

 

 

評 

価 

規 

準 

 

関既習の加減計算や数の構成を

基に，９＋４などの計算の仕方

を考えようとしている。 

考９＋４などの計算の仕方を考

え，操作や言葉などを用いて説

明することができる。 
 

知被加数が８の場合

でも，１０のまとま

りをつくればよい

ことを理解してい

る。 

技加数分解による計算が確実にできる。 考被加数，加数の大

小に関係なく，１０

のまとまりをつく

ることに着目して

計算の仕方を考え,

言葉やブロック操

作などによって説

明している。 

知１位数どうしの繰

り上がりのある加

法計算は，１０のま

とまりをつくれば

よいことを理解し

ている。 

 

技１位数どうしの繰り上がりの

ある加法計算が確実にできる。 

 

知基本的な学習内容

を身につけている。 

 

既習の１０のまとまりをつくる計算の仕方を基に，繰り上がりのある加法計算について考える。 

計算カードを使った計算練習 計算の意味や計算の仕方をブロック操作やブロック図，計算図や式で考え，言葉で説明する活動。 

・１０までの数の構成・分解ができる。 
・和が１０以内の加法計算ができる。 
・２０までの数の繰り上がりや繰り下がりのない加減計算ができる。 



 


